
多摩川地区協議会報
令和 2年 (2020年 )No.3

誌名「さらさら」の由来       ‐....●●[■■■,■ ゆ

万葉集「多摩川にさらす手作りさらさらに有そこの児のここだかなしきJ
～多摩,でさらして作られる布地のように この児は何と愛おしいのだろう～
という万葉集の句から誌名をいただいています。
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東日本人震災から9年目の3月 11日  ニケ領■河原堰堤にて 多摩川地区lli議会畠1会長名IIt訓 さん撮影

新 年 度 を 迎 え て 会長 熊谷里住 思いやりで助け合える地域を目指します
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平成から令和へ元号が変わった昨年度、
調布は “一生に一度"の ラグビーワール ド
カップを経験しました。日本中が熱狂した

夢のような 1カ月でした。
が、まさにその最中に上陸した台風 19号―
甚大な被害は忘れることができません。
私たちが暮らす多摩川流域は、浸水寸前。
時間を追うごとに上昇する水位は、今まで
にない脅威でした。

台風の爪痕が残るこの年度末、新型コロ

ナウイルスの感染拡大防 l上のため、学校は

臨時休校へ。私たちの様々な活動は制限さ

れています。 2月 に復旧した河川敷の野球
場ですが、緊急事態宣言を受け、長くグラ
ンドは開鎖。 6月 になってようやくグラン
ドに子供達のユニホーム姿が見られるよう
になりました。

喜びも多かった中、災害や困難がより身

近になり、日常のありがたさを実感した 1

年でした。
その中で、まずは自分の命が助かること。
自分の大切なものを守ること。
余力があれば隣の人に声をかける、手をさ
しのべる。

その後、助かった命で、ご近所と助け合い、
日常を取り戻す…

という優先順位を再確認させ られた 1年
だったと思います。
災害は防げないけれど、行政も何もかも
が被災者になり得るとき、いち早く立ち上
がり、日常を取り戻すには、地域の底力が

試されます。日頃から
｀
その時"を 想像し、

備えておくことが大 1/」です。   ヽ

例えば、もし、避難所で生活することに
なったら…

避難所は自主運営です。市役所や学校が主

導してくれるとは限りません。
誰もが主体的にできることを考え、協力し

なくては、復旧まで持ちこたえることがで
きません。
物資や知識の備えのほかに、そんな心構え

も大切な備えの一つです。
私たち多摩川地区協議会は、様々な活動を

模索 しながら、“その時"を ともに考え、
ともに助け合える仲間作りを第一の目的と
しています。

残念ながら中 I卜 となりましたが、4月 25
日に予定されていた「調布市防災教育の日J

では、台風 19号の襲来一波を受け、当協
議会でも実際に避難所となった学校区の報
告や「多摩川小学校避難所マニュアルJを
読み合わせ、同台風で問題になっていた「避
難所開設時の混乱Jを、住民自らが主体的
に動くことで回避する仕組みを模索し、試
みたいと計画していました。
訓練は中止でも、またコロナ禍の今でも、
災害は起こります。一日も早く、事態が収
束し、日常が取 り戻せることを祈 りつつ、
自粛しながら、“その時"への心構えも忘れ
ずに !

設立 4年目の今年度も、活動はまだ手探
りですが、ひきつづき地域に参加し、ご協
力をいただきながら、主に防犯・防災に関
する活動をいたします。
是非、多くの方にご参加いただき、「地区協J
のあり方を一緒に考えながら、仲間を増や
しませんか ?地域での日常をより豊かに、
いざという時や皆が疲弊してしまいそうな

時は、“おもいやり"で助け合える地域を目
指します。

令和 2年度も、どうぞよろしくお願いい
たします。
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火災時の煙体験 :

ブースの中は思った以上に

何も見えないことに
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20■ 9年■2月 7日
多摩川小学校にて

昨年 12月 7日、毎年恒例の防災フェスが開催
されました。一昨年に引き続き多摩川地区協議

1会の主催で、地域の様々な団体の協力を得ての

開催となりました。体験型のイベントとして誰

もが楽しめる内容で、多摩小の子供達も土曜日

の放課後、たくさん参力日してくれました。

当日は調布市消防団第 8分団の協力により、
煙体験や消防自動車による放水のデモンス ト

レーシ∃ン、さらには消火器を使つた消防訓練

などカシ〒われました。

さらには防災グッズの展示、高齢者疑似体

験、縄結びの訓練、炊き出し訓練なども行われ

ました。300食用意された災害非常食のアル
ファ米を使つたカレーライスには長蛇の列が出

来、あつという間の完食 Iまた、台風 19号の
被害の様子も展示・報告され、火災、震災、水
害など様々な災害に対する意識を高めてもらう
ための貴重な時間と空間の提供となりました。

多摩川地区協議会では、これからも防災に関するイ
ベントなどを通じて、地域の皆さんと共に防災につ

いて考えていきたいと思います。2020年の防災フェ
スについては詳細が決まり次第広報させていただき

ます |お楽しみに 1

炊き出し訓練では |

アルファ米とカレーが |
300食用意されました |

カレーは行列ができる程の大盛況
あっという間の完食でした :

お昼の時間は

さながらピクニック♪

楽しい時間を

過ごしていただきました

調布市消

消火放水のデ■シ |レ■|シ■|ン
二議嘉■■■||すγ

舞 3分圃議多艤J薔 1自畿畿鬱書はゆ核
蝿菫公園錮瞳緻通圃薇銀轟鬱議す

第 8分団所属の消防車 消火活動の他
地域内の広報活動などに使われます

最年少 22歳の松永幸大さんに
消防服を装着していただきました

当日はJ¨COMの取材も入りました

1調布市消防 団 第 g分団

消防団は消防署 と同様に消防法に基づき、

各市町村に設置される消防機関。

地域における消防防災のリーダーとして、平常

時・非常時を問わず地域に密着し、住民の安 い

と安全を守るという重要な役害」を担います。消

防署と協力して消火活動などを行います。

地域防災の視点に立つて、街づくり・地域おこ

しを推進していくには、私たち地EXI協議会の様

な自主防災組織を始めとする地域住民が、消

防本部・消防署や消防団と構成する消防機関

と緊密な連携を保ち、一体となつて取 り組ん

でいく必要があります。特に消防団は我が国

のほとんどの市町村に設置されている歴史あ

る組織で、充分な訊練と経験を積み、地域防

災に尽 くしていただいています。消防署の職

員とは異な り全ての団員はボランティアから

構成されており、街の防災 リーダーとして日

夜活動を続けています。

3月 のまだ寒い日、ストーブを囲み
ながらお話を伺いました I

は
月二回 装備の点検日があり団員
が集まります。
現在団員は

'6名
。20代から50代

で構成されています。
消防団は 18歳から参加でき女性
の入団も可能です。

分団長の井ノロさん

いつでも出動できるように

消防服も整然と

並べられています

■

消火用のホース

使用後は火の見櫓から

吊るして干すそうです
様々な計器が配備されている

消防自動車内部
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火の見櫓σ 挙動 は消防回のシンボル
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台風■9号襲来
令和元年■0月 ■2日

その日
猛成を振るった今不口元年 19号 台風。
私たちの街を流れる多摩川でも、 10月 12日 の夜、
下流域の染地三丁目付近で、多摩川が警戒水位を超え

た為に支流の「根川」に逆流。多摩川住宅の付近で冠

水がありました。深いところでは lmの 水位となり、
さらに多摩川下流の二子多摩川、対岸の武蔵小杉付近

でも冠水を言こ録し、あらためて水害被害の恐ろしさを

目の当たりにしました。

この大水害は、テレビドラマ「岸辺のアルバムJに
も描かれた、昭オロ49年 16号 台風による「多摩川水
害コ以来、41年 vSミ リのラ摩川における甚大な被害を
及ばした水害となりました。

まだ記憶にも新しい出来事でしたがその日、
10月 12日 のオ茉子をお伝えします。

その後、多摩川地区協議会役員会や調布市文化会館

たづくりで開かれた防災勉強会でも、この 10月 12
日の 19号 台風を機に、多摩川の水害対策の意見交換
が活発に行われました。ハザードマッブによれば、多

摩川地区は多摩川が増水じ堤防を来り越えた場合は、
ほぼ全域が浸水し、場所によっては水没深度が 10m
に及ぶエリアもあります。

水害の場合、避難場所として多摩小や五中も適切で

は無く、ハケの上まで避難することが求められます。

避難場所も定員が限られているため、“その日"に備
えて、安全な場所にある親戚や友人の家などへ避難で

きるような′ヾづもりや日ごろからのコミュニケーショ

ンが大切になります。

水害は震災や火災などとは異なった対応が始要に

なってくる事を、多摩川地区住民としてだ掛けておき

たいところです。

26 古くから|の多摩サ||のシンボルニ本松は、
巨木となつ|て年輪を重ね木の幹が太くなり
堤防と接触す|るよう|きなり(ついには堤防
にヒビーが入るまでになうていました。そし

て、昨年の令和元年の台風19号の襲来に
より多摩川が増水

`堤
防の決壊も懸念され

|る申、国土交通省はこの二本松を伐採する
事を決定。昨年末に地区協議会にも通達が
ありました:防災のためとはいえ、何とか
保存の方向も考えられないか

'と
いう意見

もありましたが、防災は待つた無t!2月
末に伐採作業が3日 間に渡り行われまし
た。古くは渡じ舟や、投網漁の舟を繋ぃだ
りt多摩提通りの道標だつたりと、長年親
しまれ―てきた■本松!惜しまれつつ伐採作
業は終了しましたしさようなら二本松

'ありがとう街のシンボル||| | ‐

伐継作業に立ち会う中tiな松のうち勘菊‖を見
下ろ,■謬1の 1本は中耐靭とは白アッが巣くつてお
|り、幹から折れてもおかしくなしヽ澪兄に陥つていま

|し亀 l tl軟 難風など魏 1ゞ晏搾tたりすると道路や

10126.多 日Ⅲ 富士見台小学校の様子

13:56あ つと言う間の増水 22113二本松付近あと僅かで防疲堤突破|

●:

試
14:10石原水位観測所

18:26多摩川堤通り土嚢から水が漏れ出ている 車が水没した染地付近の多割■住宅

グリーンホールに避難した人々 翌13日朝の増水した多摩川土砂や流木が痛々 しい.

民家がすぐ榔こあ

るために大惨事に

ならていたかも知

れませ極 まさ|ご

絶妙なタイミング

での

`腺
だつノ|の

事 、 | | | |:焔1紳|■Ⅲ,
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多摩川地区協議会の活動

地区協議会とは、小学校区をコミュニティエリ

アとして地域で活動する各種団体や地域住民が連

携・協力し、地域のまちづくりのために自主的に

活動するネットワーク組織です。

地域の団体の上に立つ組織ではなく、団体同士

や地域住民を横糸でつなぐ組織です。一つの団体

だけでは対応が困難な課題でも、地域で協力しな

がら取り組む方がより効率的・効果的に、防災・

防犯や環境美化、広報などを行う事ができると考

え、地域の皆さんと―緒に活動しています。

市内には20の小学校区があり、現在そのうちの
1フ 地区で地区協議会が設立され、活動をしてい

ます。調布市内 16番目の地区協議会として、多
摩り|1小学校区に201フ年に誕生しました。

● ハザードマツプで確認を :

総合 防災 安全 課

文化会館たづくり西館 3階
月へく釜8:30～ 17:15

042‐ 481‐7346ハー8
bousai@w2city chofu.tokyojp

台風や豪雨の際、多摩川をはじめとする

河川の氾濫に備え、調布市洪水ハザードマップを

確認しておきましょう :

日頃からの避難場所の確認が防災の第一歩です。

地区協議会の活動へ参加してみたい方募集

撃連絡先軍

調布市生活文化スポ…ツ部

協働推進課
TEL: 042-481-7936
FAX:042-481-6881
Komyuni@w2cty chofu tokyojp

調布 地区協議会 鰤

年間の活動について

新型コロナ感染拡大により先行きがわかりませんが

次の様なスケジュールで年間の活動を行つています

来新 I・・B IIナ ウィルス感染拡大の影響により

日種変更、中止の場合もあります。こ注意下さし`。

多磨 Jヽ盆踊り

定例会は隔月で 19～ 20時
多摩川小多目的室で開催

どなたでも自由に参力日できます |


